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一般会計決算の内訳

令和元年度　各会計　歳入歳出決算のあらまし 各会計の決算額、一般会計の内訳の概要は、図表のとおりです。    
（数値は、四捨五入をした関係で、合計額などが合わない場合があります。）

令和元年度
（単位：億円　△は減率）

平成３０年度 増減率（％）
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特別区税470.9億円
（43.2%）

特別区交付金
182.9億円（16.8%）

繰越金
40.3億円（3.7%）

地方消費税交付金
49.7億円（4.6%）

都支出金
103.8億円（9.5%）

国庫支出金
139.3億円（12.8%）

その他
102.3億円（9.4%）

歳入
1,089.2億円

都市整備費
55.8億円（5.4%）

教育費
96.4億円（9.3%）

区民生活費
118.7億円（11.5%）

その他
15.8億円
（1.5%）

健康福祉費
529.3億円
（51.3%）

諸支出金
20.4億円（2.0%）

公債費
24.7億円（2.4%）

環境清掃費
47.0億円（4.6%）

歳出
1,031.9億円

総務費
123.7億円（12.0%）

議員提出議案

<審議した議案等の結果と各会派の賛否> （○：賛成、×：反対、退：退席）
自民
10人

公明
6人

フォ
５人

共産
5人

新風
3人

無会派（50音順） 議決
結果各1人議　案　名　等 概　　　　要

登坂真人氏を推薦することの可否を諮問するもの。

本多浩一氏を推薦することの可否を諮問するもの。

宮下徹子氏を推薦することの可否を諮問するもの。

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

目黒区手数料条例の一部を改正する条例

目黒区印鑑条例の一部を改正する条例 印鑑の登録資格がなかった成年被後見人が法定代理人を同行させる場合に限り、申
請を行うことができるよう登録資格の見直しを行うもの。

目黒区心身障害者センター条例の一部を改正する
条例 文化事業室を廃止するため、条例の規定の整備を行うもの。

自由が丘駅前西及び北地区地区計画の区域内に
おける建築物の制限に関する条例 建築基準法第68条の２第1項の規定に基づき、建築物に関する制限を定めるもの。

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律が
改正されたことに伴い、通知カードの再交付に係る手数料を廃止するとともに、東
京都屋外広告物条例の一部を改正する条例の施行に伴い、プロジェクションマッ
ピングの許可に係る手数料を追加し、併せて既定の整備を行うもの。

子ども・子育て支援法が改正されることに伴い、規定の整備を行うもの。

令和２年度目黒区一般会計補正予算（第３号）

新型コロナウイルス感染症の検査拡充と体制整備に関する意見書（7面参照）

オンライン本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求める意見書（7面参照）

歳入歳出予算の総額にそれぞれ48億2，771万9千円を追加。
補正後予算総額1，439億4，550万6千円
歳入歳出予算の総額にそれぞれ2億2，780万1千円を追加。
補正後予算総額253億7，170万5千円
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目黒区特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

令和２年度目黒区国民健康保険特別会計補正予
算（第２号）

歳入歳出予算の総額にそれぞれ9，692万9千円を追加。
補正後予算総額69億3，071万円

令和２年度目黒区後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）

可決○ ○○○○×○○○ ○歳入歳出予算の総額にそれぞれ3億1，549万6千円を追加。
補正後予算総額214億1，729万5千円

令和２年度目黒区介護保険特別会計補正予算
（第1号）

歳入決算額1,089億1,630万7,666円（前年比8.1%増）
歳出決算額1,031億8,564万4,164円（前年比6.7%増）

令和元年度目黒区一般会計歳入歳出決算の認定
について

歳入決算額261億5,147万8,965円（前年比2.3%減）
歳出決算額258億5,147万8,965円（前年比2.4%減）

令和元年度目黒区国民健康保険特別会計歳入歳
出決算の認定について

歳入決算額67億2,532万7,681円（前年比3.4%増）
歳出決算額66億6,369万7,861円（前年比3.4%増）

令和元年度目黒区後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入決算額208億8,959万1,050円（前年比1.6%増）
歳出決算額206億1,581万3,526円（前年比4.2%増）

令和元年度目黒区介護保険特別会計歳入歳出決
算の認定について

9月30日任期満了の後藤幸子氏の後任として、川嶋春奈氏を委員に任命することに
同意するもの。目黒区教育委員会委員の任命の同意について

9月30日任期満了の鈴木勝氏の後任として、荒牧広志氏を副区長に選任することに
同意するもの。目黒区副区長の選任の同意について

撤回承認した陳情
●区議会議員の費用弁償の支給凍結及び廃止を求める陳情

継続審査とした陳情
●スーパーシティ推進に関する陳情
●硬式野球練習場確保に関する陳情
●別居・離婚後の「面会交流」という表現を「親子交流」へ改名を求める陳情
●ＤＶ事案、児童虐待事案などに関連する警察、児童相談所、こども家庭支援センターなどに関係する問題を社会問題として捉える

ことを求めることや児童虐待防止法の再度の改正と警察への指導を求める意見書を国や東京都へ送付を求める陳情

●区議会議員の費用弁償の支給凍結及び廃止を求める陳情
●都心上空低空飛行の運用にあたっての陳情書
●緊急措置としてのオンライン教育に関する陳情
●ＧＩＧＡスクール構想実現へのロードマップに関する陳情
●子どもの望まない受動喫煙をなくすための陳情
●中途失聴・難聴者の意思疎通に関する陳情

衆議院議長
参議院議長

内閣総理大臣
総務大臣

⎫
⎬
⎭

宛て

オンライン本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求める意見書

　今般の新型コロナウイルス感染拡大の状況に鑑みると、議場においていわゆる三密を避

けられない状況や、さらには相当数の議員が隔離を余儀なくされたとしても、急を要する

感染症対策議案の審査や議決が求められる事態は、現実のものとして想定しておかなけれ

ばならない。また、今後３０年以内に７０％程度の確率で発生するとされる首都直下地震

などの災害時においても、同様のことが言える。

　しかし、そうした非常時であっても定足数を満たし、審議や表決などを可能とする議会

運営方法を確立しておかなければ、議決機関として住民の期待に応えることはできない。

　昨今、情報通信技術は目ざましく発展しているものの、わが国の地方議会においては、地

方自治法第１１３条及び第１１６条第１項における「出席」の概念が、現に議場にいること

と解されているため、オンラインでの本会議運営は困難とされている。

　一方、総務省は令和２年４月３０日付の通知において、委員会運営については当該議会

による意思決定によってオンライン化が可能との見解を発出したが、本会議をオンライン

化することができなければ、議会運営上の利点は限定的なものとなる。

　議会の意思形成過程である委員会審議におけるオンライン化の有用性を認識している

のであれば、本会議についても導入を推進していくべきである。

　よって、国に対し、非常時などには地方議会の判断により、強固なセキュリティ対策を施

したうえで、本会議運営をオンライン会議などによる遠隔審議・議決が可能となるよう、下

記の主旨で地方自治法を改正することを強く要請する。

記

　地方議会における本会議の開催が、本来の役割を妨げることなく、かつ公開性に配慮

したうえで、情報通信技術によるオンラインでの審議や表決によっても可能となるよう、

議場への参集が困難な場合には、会議規則により参集場所または出席場所の複数指定や

変更ができる旨を地方自治法において明文化すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和２年９月３０日

目黒区議会　議長　そうだ次郎⎫
⎬
⎭

宛て

新型コロナウイルス感染症の検査拡充と体制整備に関する意見書

　本年３月から全国的な感染拡大となった新型コロナウイルス感染症は、政府の緊急事態

宣言の発令や東京都の緊急事態措置等の感染防止対策、国民の外出自粛や企業のテレワーク

推進等の行動により、諸外国のような危機的感染拡大に至ってはいない。

　一方で、諸外国と比較して明確な課題となったのが検査体制の不足である。

　政府は、５月２５日に緊急事態宣言を解除、東京都も外出自粛や休業要請等の緩和措置

を段階的に実施し、新しい生活様式での社会活動や経済活動を再開させた。その結果、新規

感染者数が再び増加に転じたが、政府と東京都は社会活動や経済活動を継続させながら感染

拡大防止に努めている。

　今後、感染拡大防止と社会活動・経済活動を両立し、さらに次の大規模流行に備えるため

には課題となった検査体制の拡充が不可欠であり、目黒区議会は国と東京都に対し、次の

５点を強く要望する。

１ 地方自治体が取り組むＰＣＲ検査、抗原検査、抗体検査の拡充と体制整備に要する財政

支援措置を早急に講じること。

２ 地方自治体が取り組む次の大規模流行に備えた検査キットの確保に要する財政支援措置

を早急に講じること。

３ ＰＣＲ検査、抗原検査や入院患者の受入れを実施する病院や診療所等に必要な減収補償

と経営悪化を回避するための継続的な支援策を講じること。

４ 社会活動を継続していくうえでクラスター防止を目的とした各種施設従事者及び利用

者向け検査に要する財政支援措置を講じること。

５ 感染症の相談窓口となる保健所の体制強化と人員処遇改善のための財政措置を講じる

こと。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。

令和２年９月３０日

目黒区議会　議長　そうだ次郎

衆議院議長　
参議院議長
内閣総理大臣

財務大臣
厚生労働大臣
東京都知事

<傍聴に関するお願い>

　当面、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、傍聴者には手洗
いや手指消毒液の使用、マスクの着用、事前の検温をお願いします。

●風邪の症状があると、傍聴をご遠慮いただく場合があります
　発熱・咳・倦怠感など

＜問い合わせ＞ 区議会事務局庶務係　☎０３－５７２２－９４１３

<令和２年第4回定例会の予定> 会期：11/20～12/4

本会議（一般質問）
議会運営
本会議（議案付託）

総合戦略・
感染症対策等
調査

日

11/22

11/29

11/23

11/30

11/24

12/1

11/18

11/25

12/2

11/19

11/26

12/3

11/20

11/27

12/4

11/21

11/28

12/5

月 火 水 木 金 土
11/1711/15 11/16

議会中継議会中継

委 企画総務
生活福祉
都市環境

文教・子ども

委
委
委

委

特

　：委員会　　：特別委員会　　　　　  ：本会議はホームページで中継
・開会予定時間： 本会議は午後1時、委員会は午前10時。最新の情報はホームページで確認できます。
・録画映像は、中継終了後5日程度（土・日曜日・祝・休日を除く）から1年間ご覧になれます。

議会中継委 特

<請願・陳情の受付>

＜問い合わせ＞ 区議会事務局議事・調査係　☎０３－５７２２－９４１４

受付方法 常時受付をしていますが、各定例会で審査を行うため、定例会
ごとに締切日を設けています。また、直接持参してください。郵送
によるものは原則として審査を行いません。

令和２年第４回定例会で審査を希望する場合の提出期限
11月12日（木）正午

請願・陳情とは、皆さんが区政に関する事柄等を、直接区議会に要望でき
る制度です。

請願は、議員の紹介が必要です。議員の紹介がない要望等は陳情となりま
すが、目黒区議会は、原則として請願と同様に扱います。

議会運営
本会議（一般質問）
議会中継

委

議会運営
本会議（議案議決）
議会中継

委

平成11年から通算で19年にわたり区議会議員として区政発展に尽
くされた須藤甚一郎議員（無会派・81歳）が、8月11日に逝去されました。
区議会は、須藤議員のご逝去を悼み、9月7日の本会議で出席者全員が

黙とう後、議会代表者が追悼の言葉をささげるとともに、ご遺族に弔詞の
贈呈を行いました。
ここに謹んで哀悼の意を表します。

須藤甚一郎議員逝去

一般会計

国民健康保険
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

介護保険
特別会計

区分

<陳情の審議結果と各会派の賛否>
自民
10人

公明
6人

フォ
５人

共産
5人

新風
3人

無会派（50音順） 議決
結果各1人件　　名

すべての人の性的指向と性自認（ＳＯＧＩ）が尊重されるパートナーシップ制度導入に関する陳情 採択○ ○○×○○○○退 退

会派略称　自民：自由民主党目黒区議団　　公明：公明党目黒区議団　　フォ：フォーラム目黒（立憲民主・無所属の会）　　共産：日本共産党目黒区議団　　新風：新風めぐろ　　
各会派の構成議員は、目黒区ホームページの「区議会の構成と議員名簿」をご覧ください。

●ホームページ改正、新コロナ給付金、不親切区員に関する請願書（2委員会に付託）
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